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やっと暑い暑い夏が終わり、涼しくなってきましたね。 

過ごしやすくなったと思えば、あっという間に冬になってしまうのでしょうか… 

さて、今月は嗜好調査について取り上げます。 

 

●平成 29年度嗜好調査 

8月に嗜好調査を行いました。 

嗜好調査は、入院患者様が食事に対してどのように感じているか調査を行い、今後の献立作成に役立てていくものです。 

 

↓患者様にこのような調査票をお渡しして、記入していただいています。 

 

 

北棟も南棟も休憩室に嗜好調査の報告書が配布されています。 

皆さん、目を通しましたでしょうか? 

普段はなかなか聞けない患者様の貴重な意見が書かれた報告書ですので、必ず目を通しましょう。 

嬉しい内容も厳しい内容もありますが、どちらも“栄養科の給食改善に役立つ意見”です。 

 

患者様の意見、栄養士の意見、厨房で働く職員の意見、栄養科以外の職員の意見など、様々な意見を取り入れること

が出来るのが、直営給食の良いところです！ 

その良いところを活かして、患者様に喜んでいただけるような給食が提供できるよう、業務に取り組んでいきましょう。 

栄養科の給食をより良くするための意見をお持ちの方は、どんどん提案してください！ 


